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第 11 回分科会での審議結果と本日の検討事項 

 

１．第 11 回分科会での審議内容（確認） 

 １）評価軸に関する検討 

   （主な結果） 

● 評価軸の確定（15 項目） 

● チェック項目そのものの削除（２項目） 

● 行政支援策の項目を追加（１項目（19）） 

 

２．本日の検討事項 

     １）チェックリストの最終確認 

     

    ２）アウトプットの確認 

   

以 上 

資料１ 
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源流管理



グリーンロジスティクスチェックリストＶｅｒ．0.9_4
分類 Ｎｏ チェック項目 実施度合い 回答欄 参考情報、関連団体等

１．出来ていない ２．遅れ気味で努力不足 ３．まずまず出来ている ４．よく出来ている
方

1 企業の環境方針、行動計画等は、トップのコミットメントにより策定されている。
企業の環境方針、行動計画等を
策定していない。

企業の環境方針、行動計画等を
策定しているが、トップのコミット
メントがない、もしくはコミットメン
トの有無が不明である。

企業の環境方針、行動計画等
は、トップのコミットメントにより策
定されている。

左記に加え、企業の環境方針に
ついては、社内のみならず社外
へも積極的に公表している。

・トラック運送事業におけるグリーン経営認証マニュア
ル（Ｐ１７～２１）

針

2 環境委員会や環境部門で、ロジスティクス分野における方針が策定されている。
ロジスティクス分野における方針
は存在しない。

ロジスティクス分野における方針
を策定中である。

ロジスティクス分野における方針
は策定されているが、具体的な
実施計画等にはリンクしていな
い。

ロジスティクス分野における方
針、目標、重点施策を策定し、そ
れに基づいた活動を実施してい
る。

3 グリーンロジスティクスを推進する体制が構築されている。
グリーンロジスティクスを推進す
る体制が存在しない。

環境部門の設置、もしくは環境
担当者が選任されているのみ
で、各事業所を含めた推進体制
構築までは至っていない。

各事業所を含めた全社的な推進
体制が構築され、それぞれ責任
者が任命されている。

左記に加え、各段階で、定期的
に会合が開催されている。

・トラック運送事業におけるグリーン経営推進マニュア
ル（Ｐ３２～３４）

4 グリーンロジスティクス推進に向けての計画があり、周知徹底している。
グリーンロジスティクス推進に向
けての計画は存在しない。

左記の計画を策定中である。
左記の計画は策定しているが、
策定部門以外は把握していな
い。

左記の計画を策定し、全社的に
周知徹底している。

・トラック運送事業におけるグリーン経営推進マニュア
ル（Ｐ２０～２１）

5 グリーンロジスティクス推進のため、社員へ教育（人材育成）を行っている。
グリーンロジスティクス推進のた
めの教育訓練は実施していない

グリーンロジスティクス推進のた
めの教育訓練実施に向けて、検
討している。

ロジスティクス関係部門を対象と
した教育訓練は実施している
が、定期的かつ計画的なもので
はない。

環境に関する教育メニューを整
理し、ロジスティクス関係部門に
対し、定期的かつ計画的に教育
訓練を実施している。

・トラック運送事業におけるグリーン経営推進マニュア
ル（Ｐ３４～３６）
・グリーンロジスティクスエキスパート講座、グリーン
物流基礎コース（ＪＩＬＳ）
http://www.logistics.or.jp/education/seminar/lecture.
html

6 海外拠点を含めて、ロジスティクス分野における環境対策を実施している。
海外拠点、国際物流について
は、実施有無含めて全く把握し
ていない。

海外拠点、国際物流について
は、環境対応を実施していない。

海外拠点、国際物流について、
事業所ごとに環境対応を進めて
いる。

海外拠点、国際物流について、
会社として統一的に環境対応を
進めている。

7 ロジスティクス分野において、法令遵守（各種リサイクル法、過積載輸送の防止など）徹底に向けて取り組みをしている。

自社が遵守しなければならない
法令が整理されていない、もしく
は整理されているかどうか不明
である。

ロジスティクス分野に関連して遵
守しなければならない法令を整
理しているが、該当する部門の
従業員への周知や教育は行っ
ていない。

ロジスティクス分野に関連して遵
守しなければならない法令を従
業員へ周知・教育を実施してい
る。

左記に加えて、定期的な内部監
査等でチェックしている。

・ＣＧＬホームページ
http://www.logistics.or.jp/green/laws.html

8 ＩＳＯ１４０００sを取得している（自己宣言相当の活動をしている）。
ISO14000sを知らない、もしくは
取得の検討を行ったことがない。

ISO14000ｓの取得に向けて、検
討している。

一部の事業所でISO14000ｓを取
得している。

全社でISO14000ｓを取得してい
る。

・日本工業標準調査会　ホームページ
http://www.jisc.go.jp/mss/ems-14001.html

9 エコアクション21を取得している（自己宣言相当の活動をしている）。
エコアクション21を知らない、もし
くは取得の検討を行ったことがな
い。

エコアクション21の取得に向け
て、検討している。

一部の事業所でエコアクション
21を取得している。

全社でエコアクション21を取得し
ている。

・財団法人地球環境戦略研究機関　持続性センター
http://www.ea21.jp/

10 グリーン経営認証を取得している（自己宣言相当の活動をしている）。
グリーン経営認証を知らない、も
しくは取得の検討を行ったことが
ない。

グリーン経営認証の取得に向け
て、検討している。

一部の事業所でグリーン経営認
証を取得している。

全社でグリーン経営認証を取得
している。

・交通エコロジー・モビリティ財団ホームページ
http://www.ecomo.or.jp/topix/ninshou%20pamphlet%2
020070620.pdf

11 物流・ロジスティクス活動に伴って発生する廃棄物の再資源化に向けて取り組んでいる。
廃棄物の再資源化に向けた取り
組みを行っていない。

廃棄物の再資源化に向けた取り
組みを一部の事業所で実施して
いる。

廃棄物の再資源化に向けた取り
組みを全ての事業所で実施して
いる。

左記活動に積極的に取り組み、
一部事業所ではゼロエミッション
を達成している。

12 ロジスティクス活動において発生する環境負荷の項目を把握している。
自社のロジスティクス活動で発
生する環境負荷の項目を把握し
ていない。

自社のロジスティクス活動で発
生する環境負荷の項目の一部
は把握しているが、全て網羅で
きていない。

自社のロジスティクス活動で発
生する環境負荷の項目を全て把
握、整理できている。

左記に加え、把握、整理した内
容を方針や計画の策定の際に
活用している。

13 輸配送に係る環境パフォーマンスを算定している。
パフォーマンスの算定を行って
いない、もしくは算定方法を知ら
ない。

パフォーマンスの算定に向けて、
検討している。

パフォーマンスの算定を行って
いる。

左記に加え、算定結果を活用し
て、ＰＤＣＡサイクルに基づく改善
活動に取り組んでいる。

・環境パフォーマンス指標～活用事例と今後の方向
性（環境省）
http://www.env.go.jp/policy/j-
hiroba/shihyou/mpi1603.html
・ロジスティクス分野におけるＣＯ２排出量算定方法ガ
イドラインVer.2
http://www.greenpartnership.jp/co2/index.html
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分類 Ｎｏ チェック項目 実施度合い 回答欄 参考情報、関連団体等

１．出来ていない ２．遅れ気味で努力不足 ３．まずまず出来ている ４．よく出来ている

14 包装に係る環境パフォーマンスを算定している。
パフォーマンスの算定を行って
いない、もしくは算定方法を知ら
ない。

パフォーマンスの算定に向けて、
検討している。

パフォーマンスの算定を行って
いる。

左記に加え、算定結果を活用し
て、ＰＤＣＡサイクルに基づく改善
活動に取り組んでいる。

・環境パフォーマンス指標～活用事例と今後の方向
性（環境省）
http://www.env.go.jp/policy/j-
hiroba/shihyou/mpi1603.htm
・2004年度環境調和型ロジスティクス調査報告書（ＪＩＬ
Ｓ）
http://www.logistics.or.jp/search/chart/lems/pdf/04l
ems_5.pdf

15 グリーンロジスティクス推進のため、グループ企業、取引先、業界団体（自主行動計画など）と共同で取り組んでいる

自社単独での取り組みであり、
グループ企業や取引先、業界団
体と連携した取り組みは実施し
ていない。

グループ企業と共同で取り組ん
でいるが、取引先や業界団体と
連携した取り組みは実施してい
ない。

グループ企業、及び取引先と共
同で取り組んでいるが、業界団
体とは連携した取り組みは実施
していない。

グループ企業、及び取引先と共
同で取り組むとともに、業界とし
ての環境負荷低減活動に積極
的に取り組んでいる。

・グリーン物流パートナーシップ　推進事業
http://www.greenpartnership.jp/
・環境自主行動計画（社団法人日本経済団体連合会）
http://www.keidanren.or.jp/japanese/policy/vape/ind
ex.html

16 協力会社（傭車先等）に対し、環境配慮のための育成・指導を行っている。
協力会社に対し、環境配慮のた
めの育成、指導は行っていな
い。

協力会社に対する環境配慮のた
めの育成、指導の方針、計画等
を作成中である。

一部の協力会社に対し、環境に
係る方針、計画等に基づく育成・
指導を実施している。

半数以上の協力会社に対し、環
境に係る方針、計画等に基づく
育成・指導を実施している。

・ＣＧＬ　ＣＯ２削減推進委員会　活動成果報告書　エ
コドライブガイド

17 物流拠点の周辺住民と共に、環境負荷（騒音、振動、ゴミ等）の軽減に向けた取り組みを実施している。
物流拠点の周辺住民を意識した
取り組みは、特に実施していな
い。

敷地外の清掃活動等は行ってい
るが、周辺住民と話し合いを行っ
たことはない。

周辺住民への話し合いを実施し
たことはあるが、継続的な活動
には至っていない。

物流拠点の周辺住民と定期的
にコミュニケーションを図り、環
境負荷低減に努めている。

18 ロジスティクス分野における環境に対する取り組みを環境報告書や環境レポート等に記載している。
環境に対する取り組みをまとめ
た環境報告書や環境レポート等
を作成していない。

環境報告書や環境レポート等を
作成しているが、ロジスティクス
分野に関する記載はない。

環境報告書や環境レポート等を
作成し、ロジスティクス分野に関
する記載を行っているが、環境
負荷に関する定量的な記載は
行っていない。

環境報告書や環境レポート等を
作成し、ロジスティクス分野での
環境負荷について、定量的な記
載を行っている。

・環境報告ガイドライン2007年版（環境省）
http://www.env.go.jp/policy/report/h19-
02/index.html
・環境ロジスティクス・ＤＢ（国土交通省）
http://www.mlit.go.jp/seisakutokatsu/freight/kankyol
ogi/index.html

19 グリーンロジスティクス推進に寄与する、行政等の各種支援策を把握し、活用している。
行政等の各種支援策について、
把握していない。

行政等の各種支援策を把握して
いるが、具体的に応募の検討ま
では行っていない。

行政等の各種支援策を把握する
とともに、実際に応募の検討を
行っている。

行政等の各種支援策を積極的
に活用している。

・グリーン物流パートナーシップ　推進事業
http://www.greenpartnership.jp/

その他

20 輸送機関（トラック、船舶等）の大気汚染の防止、軽減の施策を実施している。
輸送機関の大気汚染について
特に配慮せず、防止、軽減に向
けた施策を実施していない。

各事業所の担当部署に対応を
任せており、全社的に現状把握
や対策実施等は行っていない。

輸送機関の大気汚染の防止、軽
減に向けて、各種法令遵守の徹
底を行っている。

左記に加え、自主基準の制定や
ＰＤＣＡサイクルに基づく定期的
な改善活動を実施している。

・自動車ＮＯｘＰＭ法

21 騒音・振動の防止、軽減の施策を実施している。
騒音・振動について特に配慮せ
ず、防止、軽減に向けた施策を
実施していない。

各事業所の担当部署に対応を
任せており、全社的に現状把握
や対策実施等は行っていない。

騒音・振動の防止、軽減に向け
て、各種法令遵守の徹底を行っ
ている。

左記に加え、自主基準の制定や
ＰＤＣＡサイクルに基づく定期的
な改善活動を実施している。

・騒音規制法
・振動規制法

22 水質汚濁の防止、軽減の施策を実施している。
水質汚濁について特に配慮せ
ず、防止、軽減に向けた施策を
実施していない。

各事業所の担当部署に対応を
任せており、全社的に現状把握
や対策実施等は行っていない。

水質汚濁の防止、軽減に向け
て、各種法令遵守の徹底を行っ
ている。

左記に加え、自主基準の制定や
ＰＤＣＡサイクルに基づく定期的
な改善活動を実施している。

・水質汚濁防止法

その他

23 輸送効率向上と包装資材の削減を考慮した製品開発を実施している。
輸送効率向上と包装資材削減を
考慮した製品開発は実施してい
ない。

一方のみの視点であり、双方を
考慮した製品開発には至ってい
ない。

双方を考慮した製品開発を実施
しつつある。

双方を考慮した製品開発を積極
的に進めている。

24 物流に関する記載が含まれた製品アセスメントガイドラインやマニュアルを利用して、製品評価を実施している。
製品評価を実施していない、もし
くは実施しているかどうか把握し
ていない

製品評価は実施しているが、ガ
イドライン等に、物流に関する記
載がない。

一部の製品に関して、物流に関
する記載が含まれたガイドライン
等を利用し、製品評価を実施し
ている。

すべての製品に関して、物流に
関する記載が含まれたガイドラ
イン等を利用し、製品評価を実
施している。

・製品アセスメント…生産者が生産を行う前に製品の
生産・流通・使用・廃棄・再資源化・処理・処分の各段
階における安全や資源、環境への影響を評価し、必
要に応じて製品設計等の変更を行い影響の軽減化を
図ること

その他

25 積載率向上又は環境負荷の少ない輸送手段使用といったことに対応した生産体制を構築している。

生産体制の見直しによる積載率
向上又は環境負荷の少ない輸
送手段使用といった検討は行っ
ていない。

生産体制の見直しによる積載率
向上又は環境負荷の少ない輸
送手段使用のために、生産部門
と検討を進めている。

左記の結果、一部の工場で生産
体制の見直しが図られている。

左記に加え、さらなる効果を上げ
るため、生産部門とともに継続
的に検討を進めている。

・ＣＧＬ　ＣＯ２削減推進委員会　活動成果報告書
Ⅱ．モーダルシフトＷＧ

その他

方

26 取引先と協力し、取引基準を設定（取引単位を物流単位と整合化するなど）している。

取引先の要求どおりの取引単位
で物流を実施しており、取引基
準の設定についての提案を行っ
たことがない。

取引先に対し、取引基準の設定
提案を検討している。

左記提案を、一部の取引先に受
け入れてもらい、実施している。

左記に加え、他の取引先へ広げ
るべく積極的に進めている。

・ＣＧＬ　取引条件見直しによる物流の環境負荷低減
効果に関する調査報告書
http://www.logistics.or.jp/green/report/06_report.ht
ml#syoushigen2006
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分類 Ｎｏ チェック項目 実施度合い 回答欄 参考情報、関連団体等

１．出来ていない ２．遅れ気味で努力不足 ３．まずまず出来ている ４．よく出来ている

27 取引先にインセンティブを提供して、輸送単位を大きくするように誘導している。

取引先だけではなく、自社営業
部門に対しても、ロット割引等、
輸送単位を大きくするような提案
を行ったことがない。

取引先に対し、ロット割引等、輸
送単位を大きくするような提案を
検討している。

左記提案を、一部の取引先に受
け入れてもらい、実施している。

左記に加え、他の取引先へも広
げるべく積極的に進めている。

・ＣＧＬ　取引条件見直しによる物流の環境負荷低減
効果に関する調査報告書
http://www.logistics.or.jp/green/report/06_report.ht
ml#syoushigen2006

その他

28 取引先と協力し、配送頻度、納品回数の削減や、リードタイムの見直し（延長）を実施している。

取引先だけではなく、自社営業
部門に対しても、配送頻度、納
品回数の削減や、リードタイムの
見直し（延長）提案を行ったこと
がない。

取引先に対し、配送頻度、納品
回数の削減や、リードタイムの見
直し（延長）提案を検討してい
る。

左記提案を、一部取引先に受け
入れてもらい、実施している。

左記に加え、他の取引先へも広
げるべく積極的に進めている。

・ＪＩＬＳ　2007年度物流合理化賞
「チェーン販売店との協働による、環境配慮型集中配
送の実現」（ジョンソン・エンド・ジョンソン㈱　ビジョンケ
アカンパニー）
http://www.logistics.or.jp/fukyu/prize/gourika.html

29 取引先と協力し、輸送量のピーク期間を移動させることにより平準化している。

取引先だけではなく、自社営業
部門に対しても、輸送量のピー
ク期間を移動させる提案を行っ
たことがない。

取引先に対し、輸送量のピーク
期間を移動させる提案を検討し
ている。

左記提案を、一部取引先に受け
入れてもらい、実施している。

左記に加え、他の取引先へも広
げるべく積極的に進めている。

30 入出荷時間を定刻化し、車両の待機時間を短縮している。
入出荷時間を定刻化しておら
ず、車両の待機時間はバラバラ
である。

入出荷時間を定刻化し、車両の
待機時間短縮を検討している。

一部分、入出荷時間を定刻化
し、車両の待機時間を短縮しよう
とつとめている。

入出荷時間ならびに車両の接車
時間を定刻化し、車両の待機時
間を短縮している。

その他

31
返品抑制のために、返品物流費の有償化や売買契約（納品条件）の見直し等の施策を実施してい
る。

販売 優先体質のため、返品抑
制対策を実施できていない。

返品抑制に向け、実施可能な施
策に関して、営業部門と検討し
ている。

左記の結果、一部販売先に対
し、返品抑制策を実施している。

左記に加え、他の取引先へも広
げるべく積極的に進めている。

その他

32 環境負荷を考慮に入れた拠点配置を進めている。
コストやサービルレベルのみが
検討項目となっており、環境負
荷については考慮していない。

環境負荷についても検討項目の
１つとするべく、検討を行ってい
る。

拠点の新設や見直しの際に、環
境負荷も考慮に入れはじめてい
る。

環境負荷を考慮に入れた拠点
配置に積極的に取り組んでい
る。

・物流総合効率化法
http://www.mlit.go.jp/seisakutokatsu/freight/logistic
s_efficiency_guide_0703.pdf
・グリーン物流パートナーシップ　推進事業
http://www.greenpartnership.jp/

その他

33 輸送に鉄道を利用している。
鉄道を利用しておらず、検討も
行っていない。

鉄道利用の検討を行っているが
実施に至っていない、もしくは実
施しているがモーダルシフト化率
（企業全体）では５％未満であ
る。

鉄道を利用しているが、モーダ
ルシフト化率（企業全体）では
15％未満である。

鉄道を利用し、モーダルシフト化
率（企業全体）は15％以上となっ
ている。

・ＣＧＬ　ロジスティクス源流管理マニュアルver.2 モー
ダルシフト推進チェックシート・資料集
http://www.logistics.or.jp/green/report/06_report.ht
ml#genryu2006
・CGL ＣＯ２削減推進委員会　活動成果報告書

34 輸送に船舶（フェリーを含む）を利用している。
船舶を利用しておらず、検討も
行っていない。

船舶利用の検討を行っているが
実施に至っていない、もしくは実
施しているがモーダルシフト化率
（企業全体）では５％未満であ
る。

船舶を利用しているが、モーダ
ルシフト化率（企業全体）では
15％未満である。

船舶を利用し、モーダルシフト化
率（企業全体）は15％以上となっ
ている。

・ＣＧＬ　ロジスティクス源流管理マニュアルver.2 モー
ダルシフト推進チェックシート・資料集
http://www.logistics.or.jp/green/report/06_report.ht
ml#genryu2006
・ＪＩＬＳ　2007年度ロジスティクス大賞　環境賞
「メーカー、物流業、海運業が三位一体となった新輸
送システムを構築し、物流関連のCO2総排出量を30%
削減するとともにコストダウンも実現」 (株) トランザッ
プジャパン
http://www.logistics.or.jp/fukyu/prize/g_prize/index.h
tml

その他

35 実需要に即応した体制、又は需要予測の精度を向上させ、無駄な生産、在庫、輸送を削減している。

実需要に即応した体制、又は需
要予測の仕組みがなく、無駄な
生産、在庫、輸送が発生してい
る。

部門単位の取り組みのため、全
社としての無駄な生産、在庫、輸
送削減に至っていない。

関係部門の連携による全社的な
実需要即応体制や需要予測の
仕組みができつつあり、効果が
出始めている。

左記を積極的に進め、全社的に
無駄な生産、在庫、輸送削減が
実現できている。

36 標準物流ＥＤＩ（ＪＴＲＮなど）を利用し、配送伝票を電子化している。
配送伝票を電子化する環境（ｼｽ
ﾃﾑ・ｿﾌﾄ・ﾊｰﾄﾞ）を持っておらず、
全て手作業である。

配送伝票を電子化する環境が整
備されつつあるが、出荷物量の
部分的にしか実現できていな
い。

配送伝票を電子化する環境が整
備され、出荷物量の約半分が実
現できている。（JTRNも導入検
討は実施済、または部分的に導
入されている）

配送伝票を電子化する環境が整
備され、出荷物量の半分以上が
実現できている。（JTRNも導入
事例が存在する）

・ＥＤＩ推進協議会
http://jedic.ecom.jp/

37 標準輸送ラベルを使用している。
標準輸送ラベルに対する調査や
検討は行われていない、もしくは
存在を知らない。

標準輸送ラベルに対する調査は
行っているが、検討には至って
いない。

標準輸送ラベル導入に向けて、
具体的な検討を実施している。

標準輸送ラベルを積極的に活用
する方針が打ち出され、一部で
導入が実現している。

その他

1.4
ネット
ワー
ク設
計

1.5
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化・
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化
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略

②頻
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時間
の適
正化

②
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報化
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分類 Ｎｏ チェック項目 実施度合い 回答欄 参考情報、関連団体等

１．出来ていない ２．遅れ気味で努力不足 ３．まずまず出来ている ４．よく出来ている

38 ユニットロードシステムを導入している。

ユニットロードシステム(以下
ULS）を考慮した活動を実施して
いない、もしくはULSそのものを
知らない。

自社で採用可能な部分（対象）
について導入に向けて検討して
いる。

自社で可能な部分については採
用済みであり、取引先にも提案
を実施中である。

自社で可能な部分（対象）は採
用済みであり、取引先にも積極
的に提案し、実現できつつある。

・総合物流施策大綱（２００５－２００９）参考資料「今後
推進すべき具体的な物流施策」
http://www.mlit.go.jp/kisha/kisha05/15/151114/02.p
df

その他

39 輸配送車両の削減や積載率を高めるために、共同輸配送を実施している。 共同輸配送は実施していない
共同輸配送実施に向けて、検討
している。

共同輸配送を一部で実施してい
る。

左記に加え、他にも広げるべく
積極的に進めている。

その他

40 物流拠点を他社と共同で利用している。
物流拠点を他社と共同で利用し
ておらず、検討もしていない。

物流拠点の他社との共同利用
に向けて、検討している。

一部拠点において、他社との共
同利用を開始している。

左記に加え、他にも広げるべく、
積極的に進めている。

その他

②保
管施
設の
共同
化

1.6
共同
化

①共
同輸
配送
の実
施

②ス
ペッ
ク・サ
イズ
の標
準化
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分類 Ｎｏ チェック項目 実施度合い 回答欄 参考情報、関連団体等

１．出来ていない ２．遅れ気味で努力不足 ３．まずまず出来ている ４．よく出来ている
活

41 使用包装資材を薄肉化、軽量化（段ボール紙質の軽量化　他）している。
使用包装資材の薄肉化、軽量化
に取り組んでおらず、検討も行っ
ていない。

使用包装資材の薄肉化、軽量化
を検討している。

使用包装資材の薄肉化、軽量化
に取り組みつつある。

使用包装資材の薄肉化、軽量化
に積極的に取り組み、実現して
いる。

・日本パッケージングコンテスト受賞事例（社団法人日
本包装技術協会）
http://www.jpi.or.jp/contest/contest.htm
・ＪＩＬＳ　2007年度物流合理化努力賞
「韓国向けメタロフィルターの輸出諸経費の削減 （梱
包の無駄を無くし環境に優しい輸送を実現）」（三井金
属鉱業㈱）
http://www.logistics.or.jp/fukyu/prize/gourika.html
・ＣＧＬ　省資源ロジスティクス事例集
http://www.logistics.or.jp/green/case/index.html

42 小箱包装を廃止して大箱にまとめている。
小箱包装の見直しや廃止には
取り組んでおらず、検討も行って
いない。

小箱包装の見直しや廃止の検
討を進めている。

小箱包装の見直しや廃止に取り
組みつつある。

小箱包装の見直しや廃止に積
極的に取り組み、実現している。

43 取引先と協力して、包装を省略（無包装化、簡易化）している。
無包装を実施しておらず、検討
も行っていない。

無包装を検討し、取引先へ提案
を行ったが、実現できていない。

取引先と協力して、包装の省略
化に取り組みつつある。

取引先と協力して、包装の省略
化に積極的に取り組み、実現し
ている。

44 包装形態を簡素化（クレート、ハンガー輸送など）している。
包装形態の簡素化に取り組んで
いない。

包装形態の簡素化に向けて検
討している。

包装形態の簡素化に取り組みつ
つある。

包装形態の簡素化に積極的に
取り組み、実現している。

45 未使用時も減容化しやすい包装材（折りたたみ式通い箱、組み立て式包装資材など）を採用している。
未使用時も減容化できる包装資
材を利用していない。

未使用時も減容化できる包装資
材導入を検討している。

左記の結果、導入を進めつつあ
る。

左記の結果、積極的に導入を
図っている。

・ＪＩＬＳ　2007年度ロジスティクス大賞技術賞
「リターナブル包装箱の開発と循環デリバリーシステ
ムの導入・展開」（富士ゼロックス㈱）
http://www.logistics.or.jp/fukyu/prize/g_prize/index.h
tml
・ＣＧＬ　省資源ロジスティクス事例集
http://www.logistics.or.jp/green/case/index.html

その他

46 運搬容器やパレットのリユースについて、全社でシステム化し管理している。
運搬容器やパレットのリユース
に関する全社的なシステム化に
は取組んでいない。

リユースの全社的なシステム化
の検討を行っている。

左記の結果、初歩的な（エクセ
ルによるハンド方式など）全社シ
ステムを構築・運用している。

本格的な全社システム化（DB
化）を構築・運用するとともに、業
界での取組みを活発化するため
の活動を進めている。

47 リターナブル、リユース、リサイクル可能な包装資材、運搬容器を使用している。

リターナブル、リユース、リサイク
ル可能な包装資材、運搬容器を
使用しておらず、検討も行ってい
ない。

リターナブル、リユース、リサイク
ル可能な包装資材、運搬容器の
検討を行っている。

左記の結果、導入を進めつつあ
る。

左記の結果、積極的に導入を
図っている。

・ＪＩＬＳ　2007年度ロジスティクス大賞技術賞
「リターナブル包装箱の開発と循環デリバリーシステ
ムの導入・展開」（富士ゼロックス㈱）
http://www.logistics.or.jp/fukyu/prize/g_prize/index.h
tml
・ＣＧＬ　省資源ロジスティクス事例集
http://www.logistics.or.jp/green/case/index.html

その他

48 包装資材の再使用、再資源化、廃棄を考慮して、素材を変更している。
素材選定の際に再使用、再資源
化、廃棄を考慮していない。

包装資材の再使用、再資源化、
廃棄を考慮した素材変更の検討
を行っている。

左記の結果、素材の変更を進め
つつある。

左記の結果、素材の変更に積極
的に取り組み、実現している。

・石油系から紙系へ、木系から紙系への切替え、包装
資材のリサイクル活動の活発度合い
・ＣＧＬ　省資源ロジスティクス事例集
http://www.logistics.or.jp/green/case/index.html

49 再生素材を原料とする包装資材を使用している（バージン素材を使用しない）。
包装資材に含まれている素材を
把握せずに使用している。

再生素材を原料とする包装資材
の検討をしている。

左記の結果、本格的に導入を進
めつつある。

左記の結果、積極的に導入を進
め、実現している。

素材に、再生紙４０％以上、
再生Pet布・繊維、生分解プラスチックなどを使用。グ
リーン購入法に適合した資材の採用有無
・ＣＧＬ　省資源ロジスティクス事例集
http://www.logistics.or.jp/green/case/index.html

50 有害物質を含まない包装資材を使用している。
包装資材に含まれている素材を
把握せずに使用している。

納品業者の説明を通じて大まか
に理解しているが、積極的な取
組みには至っていない。

納品業者の説明だけではなく、
文献調査等を実施し、切り替え
を実施しつつある。

有害物質が含まれている素材を
完全に特定し、積極的に切り替
えを進めている。

・石油系材料などに有害物質が添加された材料が使
用されていないこと
　　例：溶剤系粘着財など
・薫じょうされた木製パレットの使用

その他

51 省エネ型、低公害型の包装用機器を導入している。
省エネ型、低公害型の包装用機
器を導入しておらず、導入の検
討も行ったことはない。

省エネ型、低公害型の包装用機
器導入に向けて、検討している。

左記の結果、一部事業所で導入
が行われている。

左記の結果、半数以上の事業所
で導入が行われている。

インバータ内蔵、低騒音、低排気
ガス、省エネ型低消費電力／
低燃費機器などの積極導入

その他

2.1
包装
の見
直し

④低
公害
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の導
入
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装資
材の
廃
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③環
境負
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分類 Ｎｏ チェック項目 実施度合い 回答欄 参考情報、関連団体等

１．出来ていない ２．遅れ気味で努力不足 ３．まずまず出来ている ４．よく出来ている
活

52 現状の輸送量やリードタイム等を勘案し、環境負荷の少ない輸送手段の使用を定期的に検討している。
環境負荷の少ない輸送手段の
使用の検討を行っていない。

環境負荷の少ない輸送手段の
使用を検討しているが、不定期
である。

リードタイム的に可能な部分に
ついて、環境負荷の少ない輸送
手段の使用を定期的に検討して
いる。

リードタイム等の見直しを含め
て、拡大に向けた検討を進めて
いる。

・ＣＧＬ　ＣＯ２削減推進委員会　活動成果報告書
Ⅱ．モーダルシフトＷＧ

53 配送において、物量に応じて、車種、車数、配送ルート、配送回数をきめ細かく見直し、配車計画に反映させている。
物量に応じた見直しは実施して
いない。

物量に応じた見直しを検討して
いる。

物量に応じた見直しを実施しつ
つある。

物量に応じた見直しを日単位で
実施している。

・2007年度グリーン物流パートナーシップ　経済産業
大臣表彰（富士通㈱、ＤＨＬサプライチェーン㈱）
http://www.greenpartnership.jp/pdf/active/kaigi/06/
haihu/handout6-1.pdf

54 輸送において、輸送先、輸送量に応じて拠点経由と直送を使い分け、全体で輸送効率を向上している。

過去からの成り行きのまま、拠
点経由と直送の使い分けを行っ
ており、見直しは実施されていな
い。

拠点経由と直送の使い分けの見
直しを検討している。

拠点経由と直送の使い分けの定
期的な見直しを実施しつつある。

拠点経由と直送の使い分けを月
単位で見直している。

その他

55 帰り荷の確保のための工夫（求貨求車システムの導入等）をしている。
帰り荷の確保のための計画的な
活動は実施していない。

帰り荷の確保のための検討を
行っている。

左記の結果、一部については、
帰り荷の確保を実現している。

左記に加え、求貨求車システム
の導入や、荷主、納品先等への
働きかけにより、帰り荷の確保
に積極的に取り組んでいる。

・2007年度グリーン物流パートナーシップ　国土交通
大臣表彰（香川松下電工㈱、㈱朝日通商、日本通運
㈱、日本貨物鉄道㈱）
http://www.greenpartnership.jp/pdf/active/kaigi/06/
haihu/handout6-2.pdf
・ＣＧＬ　省資源ロジスティクス事例集
http://www.logistics.or.jp/green/case/index.html

56 輸送・取引単位が小ロットの場合は混載や共同輸送を利用している。
小ロットの貨物に関し、混載や共
同輸送は利用していない。

混載や共同輸送の利用を行って
いるが、小ロットの全体の物量
の５割未満である。

小ロット全体の物量の５割以上９
割未満で、混載や共同輸送を利
用している。

小ロット全体の物量の９割以上
で、混載や共同輸送を利用して
いる。

・ＣＧＬ　省資源ロジスティクス事例集
http://www.logistics.or.jp/green/case/index.html

57 得意先への配送の際には、他社との共同配送により積載率を高めている。
共同配送を実施しておらず、検
討も行っていない。

共同配送実施に向け、他社との
検討を進めている。

左記の結果、共同配送を実施し
ている。

左記に加え、参加企業の増加や
対象地域の拡大等、さらなる共
同配送の拡大につとめている。

・ＣＧＬ　グリーンＳＣ推進委員会　取引条件分科会
・ＣＧＬ　省資源ロジスティクス事例集
http://www.logistics.or.jp/green/case/index.html

58 調達物流においてミルクラン方式（共同運行含む）を利用している。

調達物流の効率化に向けた検
討を行っていない、もしくは調達
部門マターであり、状況を把握し
ていない。

調達物流の効率化に向けて、検
討している。

左記の結果、一部事業所でミル
クラン方式を導入している。

左記の結果、半数以上の事業所
でミルクラン方式を導入してい
る。

・2007年度グリーン物流パートナーシップ　国土交通
大臣表彰（香川松下電工㈱、㈱朝日通商、日本通運
㈱、日本貨物鉄道㈱）
http://www.greenpartnership.jp/pdf/active/kaigi/06/
haihu/handout6-2.pdf
・ＣＧＬ　省資源ロジスティクス事例集
http://www.logistics.or.jp/green/case/index.html

59 トラックの大型化・トレーラ化により、便数を削減している。
過去からの成り行きのまま、ト
ラックの車種を選定しており、見
直し検討も行ったことがない。

便数削減に向けて、大型化やト
レーラー化の検討を進めてい
る。

大型化やトレーラー化により便
数削減を実施している。

左記に加え、定期的に見直しを
行い、さらなる便数削減に努め
ている。

・ＣＧＬ　省資源ロジスティクス事例集
http://www.logistics.or.jp/green/case/index.html

60 車両の積載効率向上のために、二段化等、積載方法を工夫している。
積載方法の工夫は行っておら
ず、コンテナ等の上部等に空き
スペースがある。

積載率向上のための積載方法
の検討を進めている。

一部の荷物の輸送に関して、積
載方法の工夫による積載率向上
を実現している。

荷物に応じた積載方法の工夫に
より、積載率向上を実現してい
る。

その他

61 タイヤ空気圧の測定・補充を定期的に行っている。
タイヤ空気圧の測定・補充を実
施していない。

タイヤ空気圧の測定・補充を実
施しているが、不定期である。

タイヤ空気圧の測定・補充を定
期的に実施している。

左記に加え、点検項目をチェック
リスト化し、その結果が管理され
ている。

交通エコロジー・モビリティ財団ホームページ
http://www.ecomo.or.jp/topix/torikumi_jirei_truck.pdf

62 エアフィルターの点検・清掃・交換を定期的に行っている。
エアフィルターの点検・清掃・交
換を実施していない。

エアフィルターの点検・清掃・交
換を実施しているが、不定期で
ある。

エアフィルターの点検・清掃・交
換を定期的に実施している。

左記に加え、実施項目をチェック
リスト化し、その結果が管理され
ている。

交通エコロジー・モビリティ財団ホームページ
http://www.ecomo.or.jp/topix/torikumi_jirei_truck.pdf

63 排気ガスの色を目視で確認している。
排気ガスの色の確認を行ってい
ない。

排気ガスの色の確認を行ってい
るが不定期である。

排気ガスの色の確認を定期的に
実施している。

左記に加え、確認項目をチェック
リスト化し、その結果が管理され
ている。

交通エコロジー・モビリティ財団ホームページ
http://www.ecomo.or.jp/topix/torikumi_jirei_truck.pdf

その他

64 エコドライブに係るマニュアル等を用いて、エコドライブ活動を実施している。
エコドライブ活動を実施しておら
ず、検討も行っていない。

エコドライブ活動を実施している
が、一部事業所にとどまり、全社
的な活動には至っていない。

エコドライブ活動に全社的に取り
組んでいる。

左記に加え、車両別、ドライバー
別の燃費、事故率等が管理する
とともに、勉強会を継続的に実
施している。

・ＣＧＬ　ＣＯ２削減推進委員会 活動成果報告書 エ
コドライブガイド集

神奈川県　経営者、運行管理者のためのエコドライブ
マニュアル
http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/taikisuisitu/car
/01ecodrive/0113/0113text.html

④エ
コドラ
イブ

2.2
輸配
送の
見直
し

①輸
配送
計画
の見
直し

③点
検・
整
備・
安全
管理

②積
載率
の向
上
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分類 Ｎｏ チェック項目 実施度合い 回答欄 参考情報、関連団体等

１．出来ていない ２．遅れ気味で努力不足 ３．まずまず出来ている ４．よく出来ている

65 デジタコ等を活用し、ドライバーへエコドライブ指導を実施している。
デジタコ等を導入しておらず、エ
コドライブ指導ができていない。

デジタコ等の導入を検討してい
る。

左記の結果、一部事業所でデジ
タコ等が導入されている。

左記の結果、デジタコ等の積極
的な導入が行われ、かつ出力さ
れる結果に基づくドライバー指導
が実施されている。

財団法人運輸低公害車普及機構（ＬＥＶＯ）　ＥＭＳ普
及事業
http://www.levo.or.jp/ems/ems00.html

その他

66 クリーンエネルギー自動車を導入している。
クリーンエネルギー自動車を導
入しておらず、導入の検討も行っ
たことはない。

クリーンエネルギー自動車導入
に向けて、検討している。

左記の結果、試験的に導入が行
われている。

左記の結果、積極的に導入が行
われている。

・クリーンエネルギー車：CNG、ハイブリッド、ＬＰＧ、電
気自動車等
（社）日本自動車工業会
http://clean-energy.jama.or.jp/lineup/

67 新の排気ガス規制に対応したトラックを前倒しで導入している。
トラックの規制及び対応につい
て、担当者任せであり、把握して
いない。

規制にあわせた対応であり、前
倒し導入は実施していない。

買い替え車両が発生した際には
前倒しで導入している。

買い替え車両のみならず、他の
車両についても計画的に前倒し
導入を進めている。

国土交通省　自動車交通局　自動車排出ガス規制に
ついて
http://www.mlit.go.jp/jidosha/sesaku/environment/o
sen/osen.htm

68 エンジン停止時も冷凍機能が停止しない冷凍車を使用している。

エンジンを停止時も冷凍機能が
停止しない冷凍車を導入してお
らず、導入の検討も行ったことは
ない。

エンジンを停止時も冷凍機能が
停止しない冷凍車導入に向け
て、検討している。

左記の結果、試験的に導入が行
われている。

左記の結果、積極的に導入が行
われている。

69 エコタイヤを導入している。
エコタイヤを導入しておらず、導
入の検討も行ったことはない。

エコタイヤ導入に向けて、検討し
ている。

左記の結果、試験的に導入が行
われている。

左記の結果、積極的に導入が行
われている。

70 バイオマス燃料を利用している
バイオマス燃料を導入しておら
ず、導入の検討も行ったことはな
い。

バイオマス燃料導入に向けて、
検討している。

左記の結果、試験的に導入が行
われている。

左記の結果、積極的に導入が行
われている。

バイオマスニッポン（農林水産省）
http://www.maff.go.jp/j/biomass/

その他

⑤低
公害
車両
の導
入
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分類 Ｎｏ チェック項目 実施度合い 回答欄 参考情報、関連団体等

１．出来ていない ２．遅れ気味で努力不足 ３．まずまず出来ている ４．よく出来ている
活

71 環境負荷の高い物流機器を削減し、省エネ型物流機器、低公害型物流機器を導入している。
省エネ型物流機器、低公害型物
流機器を導入しておらず、導入
の検討も行ったことはない。

省エネ型物流機器、低公害型物
流機器導入に向けて、検討して
いる。

左記の結果、一部事業所で導入
が行われている。

左記の結果、半数以上の事業所
で導入が行われている。

72 効率的な人員配置と機器運用により、稼動時間の短縮を実現している。
稼働時間の短縮に向けた検討を
行っていない

稼働時間の短縮に向け、人員配
置や機器運用の検討を行ってい
る。

左記の結果、一部事業所で実施
している。

左記を他事業所にも展開すると
ともに、定期的に現場チェックを
行い、徹底を図っている。

73 環境負荷の低減を考慮して、物流機器の使用の制限や適切な能力の機器の選択を行っている。
環境負荷の低減を考慮した、物
流機器の運用や選択の検討を
行っていない。

環境負荷の低減を考慮した、物
流機器の運用や選択を検討して
いるが、実施には至っていない。

環境負荷の低減を考慮した、物
流機器の運用や選択を行ってい
る

左記に加え、現場チェックを行
い、徹底を図っている。

その他

74 物流量の変動並びに作業動線を考慮して、倉庫レイアウト、あるいは在庫レイアウトを変更している。
過去からの成り行きのままのレ
イアウトであり、変更は実施され
ていない。

レイアウトの変更を検討している
が、実施には至っていない

レイアウトの変更を実施してい
る。

左記に加え、在庫ＡＢＣ分析の
結果等を用い、常に適正なレイ
アウトで作業が行われている。

75 入荷と出荷の車両が混雑・交錯・滞留しないように、施設・レイアウト設計の工夫、もしくはタイムスケジュール管理を行っている。
入荷・出荷による混雑・交錯・滞
留を考慮していない。

入荷・出荷による混雑を考慮し
てﾊﾞｰｽの物理的もしくは時間的
な分離を検討しているが、実施
には至っていない。

入荷・出荷のﾊﾞｰｽを物理的もしく
は時間的に分離しているが、一
部事業所に留まっている。

全社的に入荷・出荷のﾊﾞｰｽの物
理的もしくは時間的な分離を実
施している。

76 積みおろしに伴う待ち時間のアイドリングを防止するため、ドライバー控室を設置している。
ドライバー控室を設置しておら
ず、設置の検討も行ったことはな
い。

ドライバー控え室設置に向けて、
検討している。

左記の結果、一部事業所で導入
が行われている。

左記の結果、半数以上の事業所
で導入が行われている。

・ＣＧＬ　ＣＯ２削減推進委員会　活動成果報告書　エ
コドライブガイド集

77 電力設備、照明、空調に省エネ機器を導入している。
電力設備、照明、空調に省エネ
機器を導入しておらず、導入の
検討も行ったことがない。

電力設備、照明、空調に省エネ
機器の導入に向けて、検討して
いる。

左記の結果、試験的に導入が行
われている。

左記の結果、積極的に導入が行
われている。

ＮＥＤＯエネルギー使用合理化事業者支援事業
http://www.nedo.go.jp/
（高効率変圧器、高効率省エネ器具、逐冷式冷却シス
テム）
・ＣＧＬ　省資源ロジスティクス事例集
http://www.logistics.or.jp/green/case/index.html

78 ラック、ネステナー、パレットサポーター等によって保管効率を向上させる工夫をしている。
保管効率を向上させる機器導入
は一部に留まり、平置きが多
い。

機器の導入を行うとともに、在庫
の変動による定期的な見直しを
検討している。

左記の結果、在庫の変動による
見直しを実施しているが、不定
期である。

左記の結果、在庫ＡＢＣ分析を
用いて定期的な見直しを行い、
高効率な保管を実現している。

79 荷物積みおろし中の冷凍車のアイドリング防止のため、保冷車用のコンセントを設置している。
保冷車用のコンセントを設置して
おらず、設置の検討も行ったこと
はない。

保冷車用コンセント設置に向け
て、検討している。

左記の結果、一部事業所で導入
が行われている。

左記の結果、半数以上の事業所
で導入が行われている。

80 冷蔵・冷凍倉庫において、代替フロン（ＨＦＣ）や自然冷媒を使用している。
冷蔵・冷凍倉庫で使用されてい
る冷媒について、把握していな
い。

全ての倉庫でフロン類（ＨＣＦＣ）
を冷媒として使用している。

一部倉庫で、代替フロン（ＨＦＣ）
や自然冷媒の導入が行われて
いる。

左記に加え、温暖化に影響を与
えない自然冷媒の積極的な導入
が行われている。

・経済産業省　オゾン層等保護推進室
http://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/
04ozone/index.htm
・ＣＧＬ　省資源ロジスティクス事例集
http://www.logistics.or.jp/green/case/index.html

81 冷蔵・冷凍倉庫において、できるだけ外気が侵入しないように工夫をしている。
外気の侵入に対する方策を実施
したことがなく、検討も行ったこと
はない。

外気の侵入への対策を検討して
いる。

左記の結果、一部の冷蔵･冷凍
倉庫でエアカーテンやドッグシェ
ルターを設置する等実施してい
る

冷蔵・冷凍倉庫で、外気の侵入
への対策を全社的に実施してい
る。

・社団法人日本冷蔵倉庫協会
http://www.jarw.or.jp/

82 冷蔵・冷凍保存が必要な商品が過剰冷却にならないようにしている

冷蔵・冷凍保存が必要な商品の
過剰冷却について特に気を払っ
ていない、もしくは把握していな
い。

荷主と物流事業者の連携によ
り、冷却温度の適正化について
検討している。

左記の結果、一部の冷蔵・冷凍
倉庫で適正な温度で保存して
る。

半数以上の冷蔵・冷凍倉庫で実
施している。

・社団法人日本冷蔵倉庫協会
http://www.jarw.or.jp/

その他

83 入庫量、出庫量、保管量を平準化し、保管スペースをコンパクトにしている。 平準化について検討していない
物流部門としては取り組んでい
るが、他部門への要請は行って
いない。

物流部門としては取り組んでお
り、他部門との共同取組を検討
中である。

左記の結果、共同で取り組んで
いる。

84 不動在庫、不良在庫等の無駄な在庫を削減し、保管スペースをコンパクトにしている。
在庫の実態を数値的に把握して
いない

在庫の実態を数値的に把握して
いるが、削減に向けた方策を定
期的に実施していない。

在庫の実態を数値的に把握し、
棚卸前など、必要に応じて処置
を実施している。

在庫ＡＢＣ分析の結果等を営業
部門等と情報共有することによ
り、適正な処置を定期的に実施
している。

その他
④資
材削
減・
変更

85 ラベルやラベルインキ、テープ、養生資材等の購入の際に、素材を考慮している（グリーン購入）。
素材を考慮した購入は行ってい
ない、もしくは担当者任せになっ
ており組織的な基準がない。

グリーン購入の方針、基準を検
討している。

グリーン購入の方針、基準を策
定した。

左記に加え、グリーン購入を積
極的に進め、80％以上の割合で
実施している。

グリーン購入ネットワーク
http://www.gpn.jp/

その他

2.3
荷
役・
保
管・
流通
加工
の見
直し

①機
器導
入・
運用
の工
夫

③物
量の
平準
化

②施
設設
計・
レイ
アウ
ト

8
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本日検討すべき事項 

 

１．チェック項目そのものの変更につながる可能性のある設問 

 １）チェック項目７の括弧内 

   各種リサイクル法の前に、廃棄物処理法を入れてはどうか。 

  

 ２）チェック項目 11、12 

   チェック項目 11 物流・ロジ活動 ＶＳ チェック項目 12 ロジ活動 

  

 ３）チェック項目 43 

   チェック項目 43 包装を省略（無包装化、簡易化） ＶＳ チェック項目 44 簡素化 

 

   評価軸内の語句の混在 

   無包装（出来ていない、遅れ気味） ＶＳ 省略化（まずまず、よくできている） 

  

４）チェック項目 59 トラック大型化、トレーラー化 

   ②積載率向上の分類に入っているが、積載率向上にはつながらない。 

   ⇒「②積載率向上等」、あるいは「積載率向上、総輸送距離削減」としてはどうか。 

 

２．チェック項目そのものの変更につながる可能性のある設問 

 １）チェック項目 36 まずまず、よく出来ている 

   ⇒「ＥＤＩは導入しているが、ＪＴＲＮは検討すらしていない」場合、回答に困るので括弧内を

削除してはどうか。 

 

 ２）チェック項目 39、40 出来ていない 

   チェック項目 39 実施していない ＶＳ チェック項目 40 利用しておらず、検討もしていない 

   ⇒ 同分類内なので、どちらかにそろえてはどうか。 

 

 ３）チェック項目 46 まずまず/よく出来ている 

   ＤＢシステムの大きさが判断基準と誤解される恐れ 

   ⇒ ・まずまず…全社的なシステム化に取組んだが、リアルタイムで管理できない 

     ・よく出来ている…全社システムを構築し、 

  

４）チェック項目 50 遅れ気味 

  積極的な取り組みには至っていない  

⇒ まずまず、よく出来ているで、“切り替え”という語句を用いているので、 

“切り替えは行っていない” 
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 ５）全般的事項（同義語だが、複数の表現を用いている） 

出来ていない 

導入（実施）してもらず、検討も行っていない  

ＶＳ 導入（実施）しておらず、検討も行ったことはない 

ＶＳ 実施していない 

 

遅れ気味 

 検討している ＶＳ 検討を行っている ＶＳ 検討を進めている  

  

まずまず 

 一部事業所で  

導入している ＶＳ 導入が行われている ＶＳ 導入されている  

  

 ⇒原則として方針は決めるが、前後部分と表現をあわせる形でどうか 

  

６）チェック項目 58 出来ていない 

  調達部門マター 

 

７）チェック項目 85 まずまず 

  策定した  

⇒ 策定している 

 

３．その他 

・一部で“られる”表現があり、“れる”表現にしてはどうか。 

  ・その他欄の削除 

以 上 
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はじめに 

 

２０世紀に入って展開させてきた活動様式（大量生産・大量消費型の経済社会活動）は、私

たちに大きな恩恵をもたらしてきましたが、他方で、大量廃棄型の社会として物質循環の環を

断ち、その健全な循環を阻害するという側面も有していました。このため、国内で毎年、約４

億５千万トンという膨大な量の廃棄物が生じています。 

このような状況に対応するため、２１世紀の経済社会のあり方として環境と経済を統合した

持続可能な発展を指向する「循環型社会」という考えが提起され、循環型社会形成推進基本法

（循環基本法）が制定されています。また、この循環基本法と一体的に、資源有効利用促進法、

各種リサイクル法によって、循環型社会の形成に向けた取組を推進する法的基盤が整備され、

リサイクルやリユースなどが推進されてきています。しかしながら、これらは、取り組みの初

期段階であり、ロジスティクスの観点を加えた環境負荷の小さなリサイクル・リユースのシス

テムが求められてくると考えられます。 

一方、二酸化炭素に代表される地球温暖化問題については、京都議定書の目標達成は決して

容易ではなく、国、地方公共団体、事業者、国民といったすべての主体がそれぞれの役割に応

じて総力を挙げて取り組むことが不可欠であり、リサイクルの分野においても同じことが言え

ると考えられます。 

これらの背景を受け、リバースロジスティクス調査委員会では、今後本格的に必要とされる

リユース、リサイクルに関わる物流のあるべき姿を描くために調査活動を行い、リバースロジ

スティクスの構築が可能となる環境整備を促進するため、関係者に対しての提言のとりまとめ

を目指し、第１期（2003 年 11月～2006 年 3月）の活動を進めてまいりました。 

本報告書が、リバースロジスティクスの構築に係る関係各位の活動の一助となれば幸いです。 

 

 

社団法人日本ロジスティクスシステム協会 
ロジスティクス環境会議 

グリーンサプライチェーン推進委員会 
源流管理分科会 幹事 
矢野 裕児、菅田  勝 

 

 

第１期リバースの内容のため、要修正 
 



源流管理分科会 活動報告 

 

 

 開 催 日 時 間 会 場 

第１回  2006年 11月 10日（金） 15:00－17:50 （社）日本ロジスティクスシステム協会 

第２回  2007年 1月 19日（金） 14:00－17:10 三田ＮＮホール 

第３回  2007年 2月 15日（木） 14:00－17:10 グランパーク三田 

第４回  2007年 4月 12日（木） 16:00－18:15 （社）日本ロジスティクスシステム協会

第５回  2007年 5月 17日（木） 16:00－18:00 芝パークホテル 

第６回  2007年 6月 21日（木） 14:00－17:10 笹川記念会館 

第７回  2007年 8月 8日（水） 15:00－ 17:05 （社）日本ロジスティクスシステム協会

第８回  2007年 9月 21日（金） 16:00－ 18:25 （社）日本ロジスティクスシステム協会

第９回  2007年 11月９日（金） 15:30－18:15 （社）日本ロジスティクスシステム協会

第１０回  2007年 12月６日（木） 16:00－18:05 （社）日本ロジスティクスシステム協会

第１１回  2008年１月30日（水） 16:00－19:00 （社）日本ロジスティクスシステム協会

第１２回  2008年 2月 21日（木） 16:00－18:00 （社）日本ロジスティクスシステム協会

 
＊ グリーンサプライチェーン推進委員会のみの開催 2006 年 10 月６日（金）10：00－12：00 

 

＊ 勉強会の開催…第１回、第２回、第３回、第５回、第８回 

  



源流管理分科会  メンバー一覧 

 

 

    会社名 名前 役職 

1 幹事 流通経済大学 矢野 裕児 流通情報学部 教授 

2 幹事 リコーロジスティクス(株) 菅田  勝 
経営管理本部 副本部長  

㈱三愛ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ 取締役 

3 メンバー 愛知陸運(株) 三浦  正 安全･CS･環境本部 

4 〃 (株)エプソンロジスティクス 百瀬  次郎 物流技術部 輸送技術ｸﾞﾙｰﾌﾟ 課長 

5 〃 オリンパス(株) 藤井  幸則 環境推進部 環境ﾌﾟﾛｾｽｸﾞﾙｰﾌﾟ 課長 

6 〃 鴻池運輸(株) 狩谷  順二 国内業務第1部 担当重役付部長 

7 〃 センコー(株) 瓜本  純夫 ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ営業本部 通運担当部長 

8 〃 大和物流(株) 水頭  宏 経営企画室 室長 

9 〃 東芝物流(株) 堀口  英雄 品質･環境管理部 参与 

10 〃 日本通運(株) 永井  武晴 営業企画部 課長 

11 〃 プラネット物流(株) 小松  正美 ｴｺｿﾘｭｰｼｮﾝ室 ｼﾆｱﾃﾞｨﾚｸﾀｰ 

12 〃 文化ファッション大学院大学 鈴木  邦成 ファッションビジネス研究科 准教授 

13 〃 (株)ヤマタネ 黒坂  真一 情報本部 情報営業部 主席研究員 

 

２月８日時点 
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第１章 グリーンロジスティクスチェックリストの解説 

 

１．グリーンロジスティクスチェックリストの特徴 

１）ロジスティクス全般にわたる活動項目を網羅 

  2006 年４月１日施行の改正省エネ法を受け、特定荷主及び特定輸送事業者等を中心として、輸送分

野におけるＣＯ２削減に向けた取組に主眼が置かれております。加えて、我々は、地球温暖化のみな

らず、資源の枯渇や廃棄物の問題といった、ロジスティクス分野が大きな影響を与えると考えられる

環境問題に対しても取組を進め、循環型社会の実現に積極的に寄与することが求められております。

そこで、本チェックリストでは、輸送分野のみならず、包装、荷役、保管、流通加工といったロジス

ティクス全般にわたる領域について、環境負荷低減のために必要と考えられる活動項目を網羅してお

ります。 

 

２）取組度合いを測るツール 

  ロジスティクス分野における環境負荷低減活動に力を入れる企業が増えてきつつありますが、全体

的には「環境対応は後回し」といった企業が依然として多い状況となっております。 

  ＪＩＬＳでは、本チェックリストを用いた調査を定期的に実施いたします。具体的には、自社に取

組状況をご回答いただくと、回答企業内でのポジショニング等をお返しする予定です。回答内容及び

当該結果を元に、自社における今後の取組検討の際のご参考としていただくことができます。 

 

３）他部門、取引先を意識した項目の設定 

  ロジスティクス分野における環境負荷低減活動を進めるためには、物流・ロジスティクス部門の業

務範囲内のみでの検討ではなく、自社他部門や取引先等の他社との連携によって、より効果が出ると

考えられます。 

  そこで、本チェックリストでは、特にロジスティクスに影響を与える「設計・生産」「営業、取引

先」に関する項目も設定しております。 

 

４）荷主－物流事業者間のコミュニケーションツール 

  物流事業者については、荷主から物流業務全般を委託されているケースも増えていると考えられま

す。このようなケースにおいて、物流事業者が、当該荷主と一緒に、環境負荷低減の現状認識の共有

化と、今後どのような活動を進めるべきかといった事項を検討する際に、本チェックリストの活用が

考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅰ方針 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ活動 

①グリーンロジスティクスのための仕組み・体制の整備 

1.1 全社的な取組 

②公害の防止・軽減 

1.2 環境に配慮した製品開発・生産体制 

①製品開発 ②生産体制 

1.3 商取引の適正化 

①ロットの適正化 ②頻度・時間の適正化 

③返品・回収の適正化 

1.5 情報化・標準化 

①情報化の推進 ②スペック・サイズの標準化 

1.4 ネットワーク設計 

①立地戦略 ②モーダルシフトの推進 

1.6 共同化 

①共同輸配送 ②保管施設の共同化 

2.1 包装の見直し 2.2 輸送の見直し 2.3 荷役・保管・流通加工の見直し 

①包装資材の廃止・スリム化 

②リユース・リサイクル 

③環境負荷の低い素材の使用 

④低公害機器の導入 

①輸配送計画の見直し 

②積載率の向上 

③点検・整備・安全管理 

④エコドライブの推進 

⑤低公害車両の導入 

①機器導入・運用の工夫 

②施設設計・レイアウト 

③物量の平準化 

④資材削減・変更 

２．グリーンロジスティクスチェックリストの全体構成



３．各分類におけるねらい 

 

Ⅰ 方針 

1.1 全社的な取組 

【本分類の構成】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ねらいと項目】 

 ① グリーンロジスティクスのための仕組み・体制の整備 

ⅰ）全社体制の構築（１～５） 

環境対応は、環境部門一組織単独ではなく、全社的に取組を進める必要があります。そのために

は、トップダウンでの活動が求められます。その発端として、トップのコミットメントによる環境

方針を策定し、全社的な取組があることを従業員に認識させることが必要となります。 

続いて、環境方針に基づき、物流・ロジスティクスに関わる方針を策定し、部門内への展開を図

ります。 

ただし、方針だけでは、具体的活動に結びつきませんので、具体的な計画立案、計画を遂行する

ための推進体制、そして人材育成が必要となります。 

 

＜チェックリスト項目＞ 

 １．企業の環境方針、行動計画等は、トップのコミットメントにより策定されている。 

２．環境委員会や環境部門で、ロジスティクス分野における方針が策定されている。 

３．グリーンロジスティクスを推進する体制が構築されている。 

４．グリーンロジスティクス推進に向けての計画があり、周知徹底している。 

５．グリーンロジスティクス推進のため、社員へ教育（人材育成）を行っている。 

①グリーンロジスティクスのための仕組み・体制の整備 

ⅰ）全社体制の構築（１～５） 

ⅱ）グローバル対応（６） 

ⅲ）法令遵守（７） 

ⅳ）認証制度の活用（８～10） 

ⅴ）チェックに係る項目（11～14） 

ⅵ）他社との協働（15、16） 

ⅶ）コミュニケーション（17、18）

1.1 全社的な取組 

②公害の防止・軽減（20～22） 

ⅷ）各種支援策の活用（19） 



図表１ チェック項目１から５の体系イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅱ）グローバル対応（６） 

   地球温暖化問題をはじめとして、主要な環境問題は地球規模で発生していることや、ＣＳＲの視

点から、国内と同様に海外拠点や国際物流においても、積極的な環境取組が求められます。 

 

＜チェックリスト項目＞ 

  ６．海外拠点を含めて、ロジスティクス分野における環境対策を実施している。 

  

ⅲ）法令遵守（7）   

  業種や取扱商品によって遵守しなければならない法令が異なります。そこで、自社に関係のある

法令を整理するとともに、関係する部門の従業員に周知、徹底することが求められます。 

 

＜チェックリスト項目＞ 

  ７．ロジスティクス分野において、法令遵守（各種リサイクル法、過積載輸送の防止など）徹底に

向けて取り組みをしている。 

 

ⅳ）認証制度の活用（8～10） 

   環境に関する各種認証取得及び維持を進めることで、社内におけるＰＤＣＡサイクルの構築が可

能であることや、取引先からの評価といったことにつながります。 

   ただし、取得や維持の際に費用等がかかることもあり、本チェックリストでは自己宣言相当の活

動も可としております。 

＜チェックリスト項目＞ 

  ８．ＩＳＯ14000ｓを取得している（自己宣言相当の活動をしている）。 

  ９．エコアクション 21 を取得している（自己宣言相当の活動をしている）。 

  10．グリーン経営認証を取得している（自己宣言相当の活動をしている）。 

２．物流・ロジスティクスに関わる方針

グリーンロジ推進（活動）

生産 開発

１．全社 環境方針 ←トップのコミットメント

３．推進体制

４．計画 ５．人材育成

活動

 



ⅴ）チェックに関わる項目（11～14） 

   まず、自社の物流・ロジスティクス活動により、どのような環境負荷を発生しているか把握する

ところから始まります。続いて、それぞれの項目について、どの程度環境負荷を発生しているか、

また削減施策の実施により、どの程度効果があったかを検証するために定量化が必要となります。 

   廃棄物については、物流センター等で発生するものを中心に、それらの再資源化に向けた取組が

必要となります。 

 

＜チェックリスト項目＞ 

  11．物流・ロジスティクス活動に伴って発生する廃棄物の再資源化に向けて取り組んでいる。 

  12．ロジスティクス活動において発生する環境負荷の項目を把握している。 

  13．輸配送に係る環境パフォーマンスを算定している。 

  14．包装に係る環境パフォーマンスを算定している。 

 

図表２ チェック項目８から 14 のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅵ）他社との協働（15、16） 

   環境対応は“１社だけ”が取り組めばいいということではなく、“１社でも”多くの企業で取り

組む必要があります。そのためには、自社のグループ会社、取引先、業界団体と共同での取組や、

定常的に使用している協力会社（傭車先等）への支援といったことにより、活動の輪を拡げること

が求められます。 

なお、ロジスティクス環境会議でも、“環境負荷低減活動に取り組む企業を増やす”ことを活動

の主目的の１つとしております。 

 

＜チェックリスト項目＞ 

  15．グリーンロジスティクス推進のため、グループ企業、取引先、業界団体（自主行動計画など）

と共同で取り組んでいる。 

  16．協力会社（傭車先等）に対し、環境配慮のための育成・指導を行っている。 

＜ＰＤＣＡサイクル＞

８．ＩＳＯ１４０００ｓ

９．エコアクション21

10．グリーン経営認証

12．排出される環境負荷項目の把握

＜定量化＞

13．輸配送に係る環境Ｐ
14．包装に係る環境Ｐ

＜再資源化＞

11．発生する廃棄物の再資源化

 



ⅶ）環境コミュニケーション（17、18） 

   近年、企業においては、環境報告書、ホームページ等を通じて、「環境情報の開示」を進めてお

ります。ただし、一方的な情報提供のみならず、物流拠点等を中心に、周辺住民との対話といった

取組も必要だと考えられます。 

 

＜チェックリスト項目＞ 

  17．物流拠点の周辺住民と共に、環境負荷（騒音、振動、ゴミ等）の軽減に向けた取り組みを実施

している。 

  18．ロジスティクス分野における環境に対する取り組みを環境報告書や環境レポート等に記載して

いる。 

 

ⅷ）行政等の各種支援策の活用（19） 

   環境対応は、多くのケースではコスト削減につながりますが、一部投資が必要なものがあります。

そこで、行政や団体で行っている各種支援策を活用し、環境対応を積極的に進めることが考えられ

ます。 

 

＜チェックリスト項目＞ 

  19．グリーンロジスティクスに寄与する、行政等の各種支援策を把握し、活用している。 

  

 

② 公害の防止・軽減（19～21） 

   環境基本法において、公害は、「大気汚染、水質汚濁、土壌汚染、騒音、振動、地盤沈下及び悪

臭によって、人の健康又は生活環境に係る被害が生ずること」とされております。 
   特に、物流に伴って発生する主要な公害としては、｢大気汚染、水質汚濁、騒音、振動」である

ことから、これらの防止、軽減に向けた施策実施が必要となります。 

 

＜チェックリスト項目＞ 

  20．輸送機関（トラック、船舶等）の大気汚染の防止、軽減の施策を実施している。 

  21．騒音・振動の防止、軽減の施策を実施している。 

  22．水質汚濁の防止、軽減の施策を実施している。 

 



1.2 環境に配慮した製品開発・生産体制 

【本分類の構成】 

  

 

 

 

 

 

【ねらいとチェック項目】 

  ① 製品開発（23、24） 

物流部門において、積載率を向上させようとしても、もともとの製品の寸法の問題で、トラッ

クを満載にすることができないケースがあります。 

また、コストダウンをねらいとして包装材を削減した結果、輸送振動に耐えられず、商品が破

損し、代替品の製造、輸送といったことによる環境負荷の増加につながるケースもあります。 

したがって、環境負荷の低減を図るためには、製品開発時点から、物流についても考慮する必

要があります。 

 

＜チェックリスト項目＞ 

23．輸送効率向上と包装資材の削減を考慮した製品開発を実施している。 

  24．物流に関する記載が含まれた環境アセスメントガイドラインやマニュアルを利用して、製品評

価を実施している。 

 

  ② 生産体制（25） 

生産側では、製造コスト削減という視点で生産計画を立てる傾向が強いと思いますが、必ずし

も物流効率化と合致しないケースが多いと考えられます。 

そこで、トータルで見て環境負荷低減につながるように、物流側からの積極的な提案が考えら

れます。 

 

＜チェックリスト項目＞ 

  25．積載率向上又は環境負荷の少ない輸送手段使用といったことに対応した生産体制を構築してい

る。 

 

①製品開発（23、24） 

②生産体制（25） 

1.2 環境に配慮した製品開発・生産体制 



1.3 商取引の適正化 

【本分類の構成】 

  

 

 

 

 

 

 

 

【ねらいと項目】 

  ① ロットの適正化（26、27） 

商品特性やリードタイムにもよりますが、一般的に、商品の買い手は、自社の在庫リスクを下

げるためや、在庫回転率を上げてキャッシュフローを増やすために、多頻度小口発注する傾向が

あります。その結果、①小ロットの貨物の輸送、②取引数が物流単位（例えばパレットへの積載

数）と合致せず、残った端数の輸送が発生し、さらにそれらを低積載率のトラックによる輸送と

なった場合、環境負荷の増加につながると考えられます。したがって、ロットの適正化に向けて、

取引先と対話を行い、理解を求めていくことが必要と考えられます。 

 

＜チェックリスト項目＞ 

26．取引先と協力し、取引基準を設定（取引単位を物流単位と整合化するなど）している。 

  27．取引先にインセンティブを提供して、輸送単位を大きくするように誘導している。 

 

  ② 頻度・時間の適正化（28～30） 

①とも関係しますが、多頻度小口発注による入荷トラック台数が増加し、かつそのトラックが

ある時間帯に集中すると、荷降ろしまで待ち時間が発生します。その結果、アイドリング発生に

よるＣＯ２増加といったことがあげられます。したがって、入荷トラック台数削減とともに、待

ち時間の短縮となるよう、取引先と協力して工夫をしていくことが必要と考えられます。 

 

＜チェックリスト項目＞ 

  28．取引先と協力し、配送頻度、納品回数の削減や、リードタイムの見直し（延長）を実施してい

る。 

  29．取引先と協力し、輸送量のピーク期間を移動させることにより平準化している。 

  30．入出荷時間を定刻化し、貨物車の待機時間を短縮している。 

 

 

 

 

 

 

①ロットの適正化（26、27） 

②頻度・時間の適正化（28～30） 

1.3 商取引の適正化 

③返品・回収の適正化（31） 



③ 返品・回収の適正化（31） 

返品によって、返品にかかる物流の発生とともに、品質上で再販ができない商品については、

廃棄処理が必要となり、環境負荷の増加につながります。したがって、取引先と協力し、返品

抑制のための取り組みが必要となります。 

 

  ＜チェックリスト項目＞ 

  31．返品抑制のために、返品物流費の有償化や売買契約の見直し等の施策を実施している。 

 

 

1.4 ネットワーク設計 

【本分類の構成】 

  

 

 

 

 

 

【ねらいと項目】 

  ① 立地戦略（32） 

拠点配置は、一般的に、コストやサービスレベルを考慮して、検討がなされますが、輸送距離

（ＣＯ２排出量）にも大きな影響を与えますので、それらの考慮が必要となります。また、②で

記載しているモーダルシフトを実施する際には、鉄道駅や港の位置を考慮した立地選択も必要と

なります。 

     

＜チェックリスト項目＞ 

  32．環境負荷を考慮に入れた拠点配置を進めている。 

 

  ② モーダルシフトの推進（33、34） 

    トラックと比べ、鉄道、船舶はトンキロあたりのＣＯ２排出量が小さい輸送機関であることか

ら、積極的な利用検討が求められます。 

 

＜チェックリスト項目＞ 

  33．輸送に鉄道を利用している。 

  34．輸送に船舶（フェリーを含む）を利用している。 

 

 

①立地戦略（32） 

②モーダルシフトの推進（33、34） 

1.4 ネットワーク設計 



1.5 情報化・標準化 

【本分類の構成】 

  

 

 

 

 

 

【ねらいと項目】 

  ① 情報化の推進（35～37） 

情報化を進めることで、業務の効率化による稼動時間の削減による省エネとともに、作業ミス

による無駄な輸送の発生やそれに伴う廃棄増といった環境負荷の増加を抑えることにつながり

ます。 

 

＜チェックリスト項目＞ 

35．実需要に即応した体制、又は需要予測の精度を向上させ、無駄な生産、在庫、輸送を削減して

いる。 

  36．標準物流ＥＤＩ（ＪＴＲＮなど）を利用し、配送伝票を電子化している。 

  37．標準輸送ラベルを使用している。 

 

  ② スペック、サイズの標準化（38） 

荷役の迅速化、積載率の向上が車両回転率の向上につながり、その結果、車両台数削減による

環境負荷低減に寄与します。 

 

＜チェックリスト項目＞ 

  38．ユニットロードシステムを導入している。 

 

 

①情報化の推進（35～37） 

②スペック、サイズの標準化（38） 

1.5 情報化・標準化 



1.6 共同化 

【本分類の構成】 

  

 

 

 

 

 

【ねらいと項目】 

  ① 共同輸配送の実施（39） 

積載率を向上させるために、他社との共同輸配送は１つの施策となります。特に、同一の得意

先に配送する際には、納品先での入荷トラック台数削減にもつながり、結果として得意先周辺で

の大気汚染、入荷待ちによる渋滞の緩和にも寄与します。 

 

＜チェックリスト項目＞ 

39．輸配送回数の削減や積載率を高めるために、共同輸配送を実施している。 

 

② 保管施設の共同化（40） 

保管効率を高めることによって、物流センターで使用する電力等の削減が考えられます。特に、

①も実施できると、その効果は大きくなります。 

 

＜チェックリスト項目＞ 

  40．物流拠点を他社と共同で利用している。 

 

 

①共同輸配送の実施（39） 

②保管施設の共同化（40） 

1.6 共同化 



Ⅱ 活動 

2.1 包装の見直し 

【本分類の構成】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ねらいと項目】 

  ① 包装資材の廃止・スリム化（41～45） 

包装資材の使用量（ＩＮＰＵＴ）そのものを減らすことで、廃棄量（ＯＵＴＰＵＴ）も減らす

ことによる環境負荷低減をはかることが必要となります。また、45 については、包装資材そのも

のの量は変わらないケースであっても、作業スペースの効率化による稼働時間短縮や、保管スペ

ースの効率化の側面から必要となります。 

 

＜チェックリスト項目＞ 

41．使用包装資材を薄肉化、軽量化（段ボール紙質の軽量化 他）している。 

42．小箱包装を廃止して大箱にまとめている。 

43．取引先と協力して、包装を省略（無包装化、簡易化）している。 

44．包装形態を簡素化（クレート、ハンガー輸送など）している。 

45．未使用時も減容化しやすい包装材（折りたたみ式通い箱、組み立て式包装資材など）を採用し

ている。 

 

  ② リユース・リサイクル（46、47） 

包装資材についても、使い捨てではなく、繰り返し使用することにより使用量を減らすことが

求められます。なお、運搬容器等については、過剰投入の防止とともに、ある拠点での不足に伴

う緊急輸送をなくすことが環境負荷低減につながるため、数量等の管理も必要となります。 

 

＜チェックリスト項目＞ 

46．運搬容器やパレットのリユースについて、全社でシステム化し管理している。 

47．リターナブル、リユース、リサイクル可能な包装資材、運搬容器を使用している。 

①包装資材の廃止・スリム化（41～45） 

②リユース・リサイクル（46、47） 

2.1 包装の見直し 

③環境負荷の低い素材の使用（48～50） 

④低公害機器の導入（51） 



 

③ 環境負荷の低い素材の使用（48～50） 

使用している包装材の素材を把握し、再使用、再資源化、廃棄を考慮した素材に変更していく

ことが求められます 

 

＜チェックリスト項目＞ 

48．包装資材の再使用、再資源化、廃棄を考慮して、素材を変更している。 

49．再生素材を原料とする包装資材を使用している（バージン素材を使用しない）。 

50．有害物質を含まない包装資材を使用している。 

 

④ 低公害機器の導入（51） 

包装にかかわるハード機器等において、省エネや低公害を考慮することが求められます。 

 

＜チェックリスト項目＞ 

51．省エネ型、低公害型の包装用機器を導入している。 

 



2.2 輸配送の見直し 

【本分類の構成】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

【ねらいと項目】 

  ① 輸配送計画の見直し（52～54） 

    配送先、物量等への変化にあわせ、輸配送計画そのものも見直しによるトラック台数の削減（＝

総輸配送距離の削減）によるＣＯ２排出量削減が必要となります。 

 

＜チェックリスト項目＞ 

52．現状の輸送量やリードタイム等を勘案し、環境負荷の少ない輸送手段の使用を定期的に検討し

ている。 

53．配送において、物量に応じて、車種、車数、配送ルート、配送回数をきめ細かく見直し、配車

計画に反映させている。 

54．輸送において、輸送先、輸送量に応じて拠点経由と直送を使い分け、全体で輸送効率を向上し

ている。 

 

  ② 積載率の向上（55～60） 

  トラック１台あたりの積載率を向上させることによるＣＯ２排出量削減が必要となります。主

に、他社との共同輸配送による荷量の増加や、積載方法の工夫等があります。 

 

＜チェックリスト項目＞ 

55．帰り荷の確保のための工夫（求貨求車システムの導入等）をしている。 

56．輸送・取引単位が小ロットの場合は混載や共同輸送を利用している。 

57．得意先への配送の際には、他社との共同配送により積載率を高めている。 

58．調達物流においてミルクラン方式（共同運行含む）を利用している。 

59．トラックの大型化・トレーラー化により、便数を削減している。 

60．車両の積載効率向上のために、二段化等、積載方法を工夫している。 

 

 

①輸配送計画の見直し（52～54） 

②積載率の向上（55～60） 

2.2 輸配送の見直し 

③点検・整備・安全管理（61～63） 

④エコドライブ（64、65） 

⑤低公害車両の導入（66～70） 



③ 点検・整備・安全管理（61～63） 

  トラックの整備状況によって、実燃費の値が変わり、その結果ＣＯ２排出量に影響を与えます。 

  そこで、日常の点検・整備等も重要となります。 

 

＜チェックリスト項目＞ 

61．タイヤ空気圧の測定・補充を定期的に行っている。 

62．エアフィルターの点検・清掃・交換を定期的に行っている。 

63．排気ガスの色を目視で確認している。 

 

④ エコドライブ（64、65） 

  トラック輸送における燃費向上の大きな施策として、エコドライブを推進していくことが必要

となります。なお、エコドライブは、環境（燃費向上）のみならず、安全や輸送品質の確保、コ

スト等の面からもたいへん重要な取組となります。 

 

＜チェックリスト項目＞ 

64．エコドライブに係るマニュアル等を用いて、エコドライブ活動を実施している。 

65．デジタコ等を活用し、ドライバーへエコドライブ指導を実施している。 

 

⑤ 低公害車の導入（66～70） 

  ハード対応による燃費向上やＣＯ２排出量削減も検討すべき事項となります。 

 

  ＜チェックリスト項目＞ 

66．クリーンエネルギー自動車を導入している。 

67． 新の排気ガス規制に対応したトラックを前倒しで導入している。 

68．エンジン停止時も冷凍機能が停止しない冷凍車を使用している。 

69．エコタイヤを導入している。 

70．バイオマス燃料を利用している。 

 



2.3 荷役・保管・流通加工の見直し 

【本分類の構成】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ねらいと項目】 

  ① 機器導入・運用の工夫（71～73） 

    省エネ型、低公害型機器の導入とともに、機器の効率的な使用による稼働時間の削減による電

力使用量の削減等が求められます。 

 

＜チェックリスト項目＞ 

72．環境負荷の高い物流機器を削減し、省エネ型物流機器、低公害型物流機器を導入している。 

73．効率的な人員配置と機器運用により、稼動時間の短縮を実現している。 

74．環境負荷の低減を考慮して、物流機器の使用の制限や適切な能力の機器の選択を行っている 

 

② 施設設計・レイアウト（74～82） 

  主としてレイアウトの工夫により、作業効率の向上による稼働時間の削減による電力使用量の

削減といったことが必要となります。また、冷蔵・冷凍倉庫では、温度を下げるために多くの電

力使用することから、外気侵入防止、過剰冷却防止による省エネとともに、オゾン層破壊や温暖

化につながらない冷媒の使用が望まれます。 

 

＜チェックリスト項目＞ 

74．物流量の変更並びに作業動線を考慮して、倉庫レイアウト、あるいは在庫レイアウトを変更し

ている。 

75．入荷と出荷の車両が混雑・交錯・滞留しないように、施設・レイアウト設計の工夫、もしくは

タイムスケジュール管理を行っている。 

76．積みおろしに伴う待ち時間のアイドリングを防止するため、ドライバー控え室を設置している。 

77．電力設備、照明、空調に省エネ機器を導入している。 

78．ラック、ネステナー、パレットサポーター等によって保管効率を向上させる工夫をしている。 

79．荷物積みおろし中の冷凍車のアイドリング防止のため、保冷車用のコンセントを設置している。 

80．冷蔵・冷凍倉庫において、代替フロン（ＨＦＣ）や自然冷媒を使用している。 

  81．冷蔵・冷凍倉庫において、できるだけ外気が侵入しないように工夫をしている。 

82．冷蔵・冷凍保存が必要な商品が過剰冷却にならないようにしている。 

①機器導入・運用の工夫（71～73） 

②施設設計・レイアウト（74～82） 

2.3 荷役・保管・流通加工の見直し 

③物量の平準化（83、84） 

④資材削減・変更（85） 



 

  ③ 物量の平準化（83、84） 

  保管効率を上げ、省スペース化による電力使用量等の削減が必要となります。 

 

＜チェックリスト項目＞ 

83．入庫量、出庫量、保管量を平準化し、保管スペースをコンパクトにしている。 

84．不動在庫、不良在庫等の無駄な在庫を削減し、保管スペースをコンパクトにしている。 

   

  ④ 資材削減・変更（85） 

   流通加工で用いる素材について、環境負荷の少ないものを選択することが求められます。 

 

＜チェックリスト項目＞ 

85．ラベルやラベルインキ、テープ、養生資材等の購入の際に、素材を考慮している（グリーン購

入）。 
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ロジスティクス環境会議 今後の活動（予定） 

 

１．第２期活動について 

 １）第３回本会議、懇親パーティー 

   2008 年３月 11 日（火）１４：３０－１６：３０ 第３回本会議 

              １６：４０－１８：００ 懇親パーティー 

＊ 本会議については、代表登録者宛に開催案内送付済 

＊ 懇親パーティーについては、委員会メンバー含めて開催案内メール送付済 

  

 ２）会員研究会「グリーンロジスティクスのすすめ」 

  （１）講演者 

       下村 博史 氏（㈱日本総合研究所 研究事業本部 上席主任研究員） 

        ＊ロジスティクス環境会議 企画運営委員、グリーン物流研究会 幹事 

 

（２）日時及び開催地 

2008 年３月５日（水）  福岡 

2008 年３月 12 日（水） 東京 

2008 年３月 19 日（水）  大阪 

2008 年３月 25 日（火） 名古屋 

  

３）その他（2008 年春頃予定） 

   ・グリーンロジスティクスガイド第２版  ←完成版のチェックリスト（項目のみ）に差替 

   ・ＣＧＬジャーナル 

 

２．第３期活動について 

  ・１月 28 日（月）開催の第７回企画運営委員会で第３期実施することが承認 

  ・活動期間としては、2008 年５月～2010 年３月を予定 

・詳細については、３月 11 日（火）の第３回本会議でご案内予定 

   （１研究会、２委員会設置予定。ただし、委員会テーマについては、要検討） 

   （グリーンロジスティクスチェックリスト調査については、ＷＧで実施予定） 

 

以 上 

資料５ 

2008.2.21 
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第２期ロジスティクス環境会議 

グリーンサプライチェーン推進委員会 第１１回源流管理分科会 議事録 

 

Ⅰ．日 時：２００８年１月３０日（水） １６：００～１９：００ 

 

Ⅱ．場 所：東京・港区 （社）日本ロジスティクスシステム協会 会議室 

 

Ⅲ．出席者：１１名 

 

Ⅳ．内 容： 

１）チェックリストについて 

 

Ⅴ．開 会 

事務局より開会が宣された後、以下のとおり議事がすすめられた。 

 

Ⅵ．議 事 

１）チェックリストについて 

事務局より資料１に基づき、第１０回分科会以降の経過について説明がなされた後、資料２－１、

２－２、２－３、２－４に基づき、チェックリストの評価軸項目について検討が行われた。主な意

見は以下のとおりである。 

【主な意見】 

（チェック項目 25） 

幹 事：『出来てない』の“取引先はおろか”は、“取引先だけではなく”の方が表現として適切だ

と考える。 

（チェック項目 28） 

委 員：“貨物車”よりも“納品車両”の方が分かりやすいと考える。 

委 員：本項目は出荷も該当することから、“車両”の方がよいと考える。 

委 員：『よく出来ている』を“貨物車を定刻化し”を“車両の接車時間を定刻化し”に修正した方

がよいと考える。 

（チェック項目 29） 

委 員：物流事業者では、荷主に対し“売買契約”の変更といった提案まで行うことはできない。 

幹 事：チェック項目を“売買契約（納品条件）”とした方がよいと考える。 

（チェック項目 55） 

 幹 事：チェック項目 52、53、54 以外でも、輸配送計画の見直しによる環境負荷低減につながる施

策はあるのではないか。 

委 員：チェック項目 55 は、納品条件見直しに絞った内容であり、これはチェック項目 25 から 28

に包含されることから、削除してもよいと考える。 

（チェック項目 34） 

 幹 事：『遅れ気味で努力不足』の“部門単独”では、物流部門だけで取り組む印象を受けることか

ら、“部門単位”の方がよいと考える。 

 事務局：『出来ていない』の“需要予測の仕組みが機能せず”では、システムを導入しているが機能

していないという印象を受けることから、“需要予測の仕組みがなく”に変更してはどうか

と考える。 

（チェック項目 35） 

参考資料１ 

2008.2.21 



 2

幹 事：小規模の企業では、ＥＤＩ導入率は低いと考えられる。したがって、原案のままでよいの

ではないか。 

（チェック項目 36） 

 委 員：ＳＴＡＲラベルはほとんど普及していないことから、“標準輸送ラベル”だけの方が分かり

やすいと考える。 

委 員：ラベルを貼る位置も標準化されていると読み取り等が効率的となるが、本項目には含めな

くてよいと考える。 

（チェック項目 37） 

幹 事：一貫パレチゼーションの数字があるが、実体と乖離している印象を受ける。 

幹 事：ユニットロードの中身として、コンテナ、パレット、通い箱それぞれ考えられる。 

 事務局：客観的な数字はないことから、原案どおり１項目でよいと考える。また、通い箱の使用に

関しては、チェック項目 46 が該当する。 

（チェック項目 38） 

幹 事：共同輸配送の定義や範囲を厳密に考えると、項目をそのままにしておくべきか悩ましい。 

事務局：チェック項目では“輸配送回数”となっているが、“輸配送車両”の方がふさわしいと考え

る。 

（チェック項目 81） 

委 員：フロンを使用する以前はアンモニアを冷媒として使用していたこと、ＨＦＣは温室効果ガ

スであることから、“ノンフロンを冷媒として”の方がふさわしいと考える。 

幹 事：実態に即している“代替フロンや自然冷媒”のチェック項目の方がよいと考える。 

（チェック項目（82）） 

幹 事：外気の遮断だけではなく、省エネ型の照明の設置等も含めた内容にしてはどうか。 

事務局：チェック項目 79 に省エネ型の照明に関する項目がある。 

委 員：『まずまず出来ている』は“エアカーテンやドッグシェルター”とした方がよいと考える。 

幹 事：『よく出来ている』の“半数以上”はレベルとして低い印象を持つ。“積極的に取り組んで

いる”といった内容に変更してはどうか。 

幹 事：チェック項目 77 をチェック項目 80 の後ろに変更し、冷凍関係の項目をそろえた方がよい

と考える。 

（チェック項目（83）） 

 事務局：『遅れ気味で努力不足』の“倉庫業者と相談し”は“荷主と物流事業者で連携し”に修正し

たい。 

（チェック項目 83） 

 委 員：物流事業者側では難しい内容であり、現実的にはチェック項目 84 の施策を実施することに

なるのではないか。 

 幹 事：チェック項目 84 は、処分せざるをえない在庫の処理による保管スペースのコンパクト化で

あり、チェック項目 83 とは異なる内容と考える。 

 幹 事：生産、営業部門と連携し、波動対応、商品の組み合わせ等の工夫といった、プランニング

部分での対応を促す項目としてはどうか。 

 委 員：『遅れ気味で努力不足』『まずまず出来ている』の“あるいは荷主”は不要ではないか。 

（チェック項目 73） 

幹 事：『まずまず出来ている』の“効果が出始めている”は、“実施している”に変更したほうが

よいと考える。 

（チェック項目 56） 

 幹 事：『出来ていない』は“計画的な活動は実施していない”、『よく出来ている』は“求貨求車シ

ステムへの登録や荷主への働きかけ等”に変更してはどうか。 

 幹 事：チェック項目を“帰り荷の確保のための工夫（求貨求車システムの導入等）をしている”

としてはどうかと考える。 
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（チェック項目 51） 

 委 員：海上コンテナを対象に素案が策定されているが、鉄道コンテナ等も考えられるのではない

か。 

 委 員：規制に適合したコンテナを荷主に提供することは、船会社の義務であり、荷主等が勘案す

ることではないと考えられることから、項目として削除してもいいのではないか。 

事務局：ご指摘のとおりである。また、中分類の“包装の見直し”の全体を見ると、本項目だけ性

質が異なることから、削除したい。 

（チェック項目 31） 

 委 員：本チェック項目の“環境負荷”は、地球環境問題、地域環境問題のどちらをイメージして

いるか教えていただきたい。 

 幹 事：本チェック項目では、地球環境問題である。 

委 員：コストの検討をすることで、必然的に輸送距離短縮による環境負荷低減につながっている

と考える。 

 事務局：トラック輸送だけで考えればご指摘のとおりだが、鉄道や船舶利用を踏まえた拠点配置検

討といったことも想定される。 

 幹 事：評価軸の項目を考えると、“環境負荷を考慮に入れた拠点配置を進めている”の方がふさわ

しいと考える。 

（新規項目「行政による支援策の活用」） 

 幹 事：資料２－４の事務局案では、支援策の把握の度合いだけが評価軸となっている。活用の度

合いを加味した内容に変更すべきと考える。 

（今後の進め方について） 

 幹 事：本日の検討で、全ての項目が決定したが、一部修正した方がよい表現等があると思うこと

ので、次回会合で検討したい。 

 事務局：本日の検討を受けてリバイスしたチェックリストをメール送付するので、ご確認いただき

たい。 

 幹 事：同じ設問であっても、荷主と物流事業者で捉え方が異なるケースが出てくるのではないか。 

 幹 事：評価軸の他に“該当しない”という選択肢を設けることで対応してはどうかと考える。 

【決定事項】 

 ・チェック項目 25－29、34－39、56、73、81、83 の評価軸が確定した。 

 ・チェック項目 51、55 を削除する。 

・チェック項目 82 を、（82）（83）の２項目に変更する。 

・行政の支援策に関する項目を策定し、チェック項目 18 と 19 の間に入れる。 

・チェック項目 77 を 80 の後ろに移動する。 

 ・上記修正を加えたチェックリストをメール送付するので、ご確認いただき、修正意見等あれば次

回会合前までに意見をいただくこととする。 

 

 ２）アウトプットについて 

   事務局より、別紙に基づき、第３回本会議でのアウトプット（案）について説明がなされ、次

回会合までに内容を確認いただくこととなった。 

 

３）今後の進め方について 

   第 12 回分科会については以下のとおりで開催することとなった。 

日時：2008 年２月 21 日（木）  16 時－18 時  

会場：JILS 小会議室 

   詳細については、別途事務局から連絡することとなった。 

 

Ⅶ．閉 会 
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  以上をもって全ての議事を終了した。 

以  上 


